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第 1 章  はじめに
ASRock X299 Taichi マザーボードをお買い上げ頂きありがとうございます。
ASRockの製品は一貫した厳格な品質管理の下で製造されております。優れた品
質と耐久性を兼ね備えつつ、優れたパフォーマンスを提供致します。

この文書の第 1 章と第 2 章には、マザーボードの説明とステップ毎のインストール
ガイドが記載されています。第 3章には、ソフトウェアとユーティリティーの操作ガ
イドが含まれています。第 4章には、BIOSセットアップの設定ガイドが含まれてい
ます。

1.1  パッケージの内容

•	 ASRock X299 Taichi マザーボード（ATX フォームファクタ）
•	 ASRock X299 Taichi クイックインストールガイド 
•	 ASRock X299 Taichi サポート CD  
•	 1 x I/Oパネルシールド 
•	 1 x ASRock SLI_HB_Bridge_2S カード （オプション）
•	 1 x ASRock 3 ウェイ SLI-2S1S ブリッジカード （オプション）
•	 4 x シリアル ATA（SATA）データケーブル（オプション）
•	 2 x ASRock Wi-Fi 2.4/5 GHz アンテナ（オプション）
•	 3 x M.2 ソケット用ねじ （オプション）

マザーボードの仕様と BIOSソフトウェアは更新されることがあるため、このマニュアル
の内容は予告なしに変更することがあります。このマニュアルの内容に変更があった場
合には、更新されたバージョンは、予告なくASRockのウェブサイトから入手できるように
なります。このマザーボードに関する技術的なサポートが必要な場合には、ご使用のモ
デルについての詳細情報を、当社のウェブサイトで参照ください。ASRockのウェブサイト
では、最新の VGAカードおよび CPUサポート一覧もご覧になれます。ASRockウェブサ
イト http://www.asrock.com.
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1.2  仕様

プラット
フォーム

•	 ATXフォームファクター 
•	 8 レイヤー PCB
•	 2 オンスのコパー製 PCB 

CPU • LGA 2066 用 Intel® CoreTM X シリーズ プロセッサファミリ
ーに対応

•	 Digi Power design
•	 13 電源フェーズ設計
•	 Intel® ターボブースト Max テクノロジー 3.0 に対応

  * 4 コアプロセッサは、Intel® ターボブーストテクノロジー 2.0 
のみに対応することに注意してください。
•	 ASRock ハイパー BCLK エンジン III に対応

チップセット •	 Intel® X299

メモリ •	 クアッとチャンネル DDR4 メモリテクノロジー
•	 8 x DDR4 DIMM スロット
•	 DDR4 4400+(OC)*/4266(OC)/4133(OC)/4000(OC)/3866 

(OC)/3800(OC)/3733(OC)/3600(OC)/3200(OC)/2933(OC)/
2800(OC)/2666/2400/2133 ノン ECC、アンバッファードメモ
リに対応

 * 対応する最大メモリ周波数は、プロセッサタイプにより異な
る場合があります。
* 詳細については、ASRockウェブサイトのメモリーサポート一
覧を参照してください。(http://www.asrock.com/)
•	 ノン ECC RDIMM（レジスタード DIMM）に対応
•	 システムメモリの最大容量：128GB
•	 Intel® エクストリームメモリプロファイル（XMP）2.0 に対応
•	 DIMM スロットに 15μゴールドコンタクトを採用

拡張スロット •	 4 x PCI Express 3.0 x16スロット * 
* 44 レーンの CPU を取り付けた場合には、PCIE1/PCIE2/
PCIE3/PCIE5 は、x16/x8/x16/x0 または x8/x8/x16/x8 で実行さ
れます。
* 28 レーンの CPU を取り付けた場合には、PCIE1/PCIE2/
PCIE3/PCIE5 は、x16/x0/x8/x0 または x8/x0/x8/x8 で実行され
ます。
* 16 レーンの CPU を取り付けた場合には、PCIE1/PCIE2/
PCIE3/PCIE5 は、x16/x0/x0/x0 または x8/x0/x4/x0 で実行され
ます。
* 起動ディスクとして NVMe SSD に対応
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•	 1 x PCI Express 2.0 x1スロット
•	 AMD Quad CrossFireXTM、3-Way CrossFireXTM、

CrossFireXTMをサポート **
** 3 ウェイ CrossFireXTM は、44 レーンまたは 28 レーンの CPU 
でのみサポートされます。
•	 NVIDIA® Quad SLITM、3-Way SLITM および SLITM に対応し
ます ***

*** この機能は、44 レーンまたは 28 レーンに CPU でのみサ
ポートされます。
•	 1 x 垂直 M.2 ソケット（Key E）、WiFi-802.11ac モジュールが
バンドルされています（リア I/O）

•	 VGA PCIe スロットに 15μ ゴールドコンタクトを採用
（PCIE1と PCIE3）

 オーディオ •	 7.1 CH HDオーディオ、コンテンツプロテクション付き
（Realtek ALC1220オーディオコーデック）  
•	 プレミアム・ブルーレイ・オーディオ・サポート
•	 サージ保護に対応（ASRock 完全スパイク保護）
•	 Purity SoundTM 4 に対応

- ニチコン製ファインゴールドシリーズオーディオコンデン
サ
- SNR 比 120dB の DAC（差動アンプ搭載）
 フロントパネルオーディオコネクタ用 TI® NE5532 プレミア
ムヘッドセットアンプ（最大 600 Ohms までのヘッドセット
に対応） 
- Pure Power-In (ピュアパワーイン )
- ダイレクトドライブテクノロジー
- PCB 絶縁シールド
- ライン出力ポートにインピーダンスセンシング装備
- R/Lオーディオチャンネル用個別 PCBレイヤ
- ゴールドオーディオジャック
- 15μ ゴールドオーディオコネクタ

•	 DTS接続をサポート

 LAN •	 ギガビットLAN 10/100/1000 Mb/s
•	 1 x Giga PHY Intel ｮ I219V、1 x GigaLAN Intel® I211AT
•	 Wake-On-LAN（ウェイク オン ラン）に対応   
•	 雷 /静電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイク
保護）

•	 エネルギー効率のよいイーサネット 802.3azをサポート
•	 PXEをサポート
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ワイヤレス
LAN

•	 Intel® 802.11ac WiFi モジュール（無料バンドル）
•	 IEEE 802.11a/b/g/n/acをサポート
•	 デュアルバンド（2.4/5 GHz）をサポート
•	 最高 433 Mbps の高速ワイヤレス接続をサポート
•	 ブルートゥース 4.2/3.0 + ハイスピードクラス IIをサポート

リアパネル
I/O

•	 2 x アンテナポート
•	 1 x PS/2 マウス /キーボードポート 
•	 1 x 光 SPDIF出力ポート
•	 2 x USB 2.0 ポート（静電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 
完全スパイク保護））

•	 1 x USB 3.1 Type-A ポート（10 Gb/s）（ASMedia ASM3142）（静
電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイク保護））

•	 1 x USB 3.1 Type-C ポート（10 Gb/s）（ASMedia ASM3142）（静
電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイク保護））

* Ultra USB Power（ウルトラ USB パワー）には USB3_12 ポート
上で対応します。
*ACPI ウェークアップ機能は USB3_12 ポートには対応してい
ません。
•	 4 x USB 3.0 ポート（静電気放電（ESD）保護に対応（ASRock 
完全スパイク保護））

•	 LED付き 2 x RJ-45 LANポート（ACT/LINK LEDと SPEED 
LED）

•	 1 x BIOS フラッシュバックスイッチ 
•	 1 x CMOSクリアスイッチ 
•	 HD オーディオジャック :リアスピーカー /センター /バス /
ラインイン /フロントスピーカー /マイク（ゴールドオーディ
オジャック）

ストレージ •	 8 x SATA3 6.0 Gb/s コネクタ、RAID（RAID 0、RAID 1、RAID 5、
RAID 10、Intel ラピッド・ストレージ・テクノロジー 15 および 
Intel スマート・レスポンステクノロジー）、NCQ、AHCI、および、
ホットプラグ機能に対応 *

* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_1 を使用している場合は、
SATA3_1 は無効になります。
* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_2 を使用している場合は、
SATA3_0 は無効になります。
* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_3 を使用している場合は、
SATA3_7 は無効になります。
•	 2 x ASMedia ASM1061 の SATA3 6.0 Gb/s コネクタ、NCQ、

AHCI、および、ホットプラグ機能に対応
•	 1 x ウルトラ M.2 ソケット (M2_2)、M Key タイプ 

2230/2242/2260/2280/22110 M.2 SATA3 6.0 Gb/s モジュール
と最大 Gen3 x4 (32 Gb/s) までの M.2 PCI Express モジュー
ルに対応 **
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•	 2 x Ultra M.2 ソケット（M2_1 および M2_3）、M Key タイプ 
2230/2242/2260/2280 M.2 SATA3 6.0 Gb/s モジュール、およ
び、最大 Gen3 x4 (32 Gb/s) までの M.2 PCI Express モジュー
ルに対応 **

** Intel® Optane  テクノロジーに対応 
**  PCIe RAID 対応（M2_2 および M2_3）
** 起動ディスクとして NVMe SSD に対応
** ASRock U.2 キットに対応

コネクタ •	 1 x CPU ヘッダー上の仮想 RAID
•	 1 x TPM ヘッダー
•	 1 x 電源 LED とスピーカーヘッダー
•	 2 x RGB LED ヘッダー

* 最大 12V/3A、36W までの LED ストリップに対応
•	 1 x CPU ファンコネクタ（4 ピン） 

* CPU ファンコネクタは最大 1A (12W) の電力の CPU ファンに
対応します。 
•	 1 x CPU （オプション）/ウォーターポンプファンコネクタ（4 
ピン）（スマートファン速度制御） 

* CPU（オプション）/ウォーターポンプファンは最大 1.5A (18W) 
の出力のウォータークーラーに対応します。 
•	 2 x シャーシファンコネクタ（4 ピン）（スマートファン速度制御）  
•	 1 x シャーシ（オプション）/ウォーターポンプファンコネクタ（4 
ピン）（スマートファン速度制御） 

* シャーシ（オプション）/ウォーターポンプファンは最大 1.5A 
(18W) の出力のウォータークーラーに対応します。 
* CPU_OPT/W_PUMP、CHA_FAN1、CHA_FAN2 および CHA_
FAN3/W_PUMP は 3 ピンまたは 4 ピンファンが使用されてい
るかどうかを自動検出できます。
•	 1 x 24 ピン ATX 電源コネクターコネクタ（高密度電源コネク
ター）

•	 1 x 8 ピン 12V 電源コネクタ（高密度電源コネクタ）
•	 1 x フロントパネルオーディオコネクタ (15μ ゴールドオー
ディオジャック )

•	 1 x �underbolt AIC コネクタ (5ピン )
•	 2 x USB 2.0 ヘッダー（4 個の USB 2.0 ポートに対応）（静電
気放電（ESD）保護に対応（ASRock 完全スパイク保護））

•	 2 x USB 3.0 ヘッダー（4 個の USB 3.0 ポートに対応） 
（ASMedia ASM1074 ハブ）（静電気放電（ESD）保護に対応
（ASRock 完全スパイク保護））
•	 1 x フロントパネルタイプ C USB 3.1 ヘッダー (ASMedia 

ASM3142)
* 最大 12V@3A (36W) までの USB PD 2.0 給電に対応
•	 1 x Dr. Debug、LED 付き
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BIOS機能 •	 2 x AMI UEFI Legal BIOS、多言語 GUI サポート（1 x メイン 
BIOS と 1 x バックアップ BIOS）付き

•	 セキュアバックアップ UEFI テクノロジーに対応
•	 ACPI 6.1 準拠ウェイクアップイベント
•	 SMBIOS 3.0 サポート
•	 CPU、DRAM、VPPM、VTTM、PCH 1.0V、VCCMPHY、

VCCIO、VCCST、VCCSA、VCCSFR、VCCPLL、CLK VDD 電
圧マルチ調整

ハードウェ
アモニター

•	 温度センシング :CPU、CPU オプション /ウォーターポンプ、 
シャーシ、シャーシオプション /ウォーターポンプファン 

•	 ファンタコメータ :CPU、CPU オプション /ウォーターポンプ、 
シャーシ、シャーシオプション /ウォーターポンプファン  

•	 静音ファン（CPU 温度に従ってシャーシファン速度を自動
調整）:CPU、CPU オプション /ウォーターポンプ、 シャーシ、
シャーシオプション /ウォーターポンプファン 

•	 ファンマルチ速度制御 :CPU、CPU オプション /ウォーター
ポンプ、 シャーシ、シャーシオプション /ウォーターポンプフ
ァン 

•	 電圧監視 :+12V、+5V、+3.3V、CPU Vcore、DRAM、PCH 1.0V、
VCCIO、VCCSA、VCCSFR

OS •	 Microso�® Windows® 10 64-bit

認証 •	 FCC、CE
•	 ErP/EuP Ready（ErP/EuP 対応電源供給装置が必要です）

 BIOS設定の調整、アンタイドオーバークロックテクノロジーの適用、サードパーティの
オーバークロックツールの使用などを含む、オーバークロックには、一定のリスクを伴い
ますのでご注意ください。オーバークロックするとシステムが不安定になったり、システム
のコンポーネントやデバイスが破損することがあります。ご自分の責任で行ってください。
弊社では、オーバークロックによる破損の責任は負いかねますのでご了承ください。

 * 商品詳細については、当社ウェブサイトをご覧ください。http://www.asrock.com
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番号 説明
1 2 x 288 ピン DDR4 DIMM スロット（DDR4_A1、DDR4_B1）

2 2 x 288 ピン DDR4 DIMM スロット（DDR4_A2、DDR4_B2）

3 ATX 12V 電源コネクタ（ATX12V1）

4 CPUファン / ウォーターポンプファンコネクタ (CPU_OPT/W_PUMP)

5 2 x 288 ピン DDR4 DIMM スロット（DDR4_C2、DDR4_D2）

6 2 x 288 ピン DDR4 DIMM スロット（DDR4_C1、DDR4_D1）

7 CPU ファンコネクタ（CPU_FAN1）

8 RGB LED ヘッダー (RGB_LED2)

9 ATX 電源コネクタ（ATXPWR1）

10 CPU ヘッダー上の仮想 RAID（VROC1）

11 USB 3.0 ヘッダー（USB3_7_8）

12 フロントパネルタイプ C USB 3.1 ヘッダー（USB31_TC_2）

13 USB 3.0 ヘッダー（USB3_5_6）

14 SATA3 コネクタ（SATA3_0_1）

15 SATA3 コネクタ（SATA3_2_3）

16 SATA3 コネクタ（SATA3_4_5）

17 SATA3 コネクタ（SATA3_6_7）

18 SATA3 コネクタ（SATA3_A1_A2）

19 電源 LED とスピーカーヘッダー (SPK_PLED1)

20 シャーシファンコネクタ（CHA_FAN1）

21 システムパネルヘッダー（PANEL1）

22 シャーシファン / ウォーターポンプファンコネクタ (CHA_FAN3/W_PUMP)

23 USB 2.0 ヘッダー（USB3_4）

24 USB 2.0 ヘッダー（USB1_2）

25 TPM ヘッダー（TPMS1）

26 �underbolt AIC ヘッダー（TB1）

27 RGB LED ヘッダー (RGB_LED1)

28 クリア CMOS ジャンパー（CLRMOS1）

29 フロントパネルオーディオヘッダー（HD_AUDIO1）

30 シャーシファンコネクタ（CHA_FAN2）
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I/O パネル

番号 説明 番号 説明

1 USB 2.0 ポート（USB12） 10 USB 3.1 Type-A ポート（USB31_TA_1）

2 LAN RJ-45 ポート（Intel® I211AT）* 11 USB 3.1 Type-C ポート（USB31_TC_1）

3 LAN RJ-45 ポート（Intel® I219V）* 12 USB 3.0 ポート（USB3_34）

4 セントラル / バス（オレンジ色） 13 USB 3.0 ポート（USB3_12）***

5 リアスピーカー（黒色） 14 フラッシュバックスイッチ 

6 ライン入力（明るい青色） 15 アンテナポート

7 フロントスピーカー（ライム色）** 16 クリア CMOS スイッチ

8 マイクロフォン（ピンク色） 17 PS/2 マウス /キーボードポート (PS2_KB1)

9 オプティカル SPDIF 出力ポート

* 各 LAN ポートにそれぞれ 2 つの LED があります。LAN ポートの LED 表示については下の表を参照してく
ださい。

アクティビティ / リンク LED 速度 LED

状態 説明 状態 説明
消灯 リンクなし オレンジ色 10Mbps 接続
点滅 データアクティビティ オレンジ色 100Mbps 接続
点灯 リンク 緑色 1Gbps 接続

速度 LED

アクティビティ / リンク LED

LAN ポート

1

8910
11

17 16

5
4

7
6

1415 1213

2 3
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** 2 チャンネルスピーカーを使用する場合は、スピーカーのプラグを「フロントスピーカージャック」に接続して
ください。使用するスピーカーのタイプに従って、下の表に記載されている接続に関する詳細説明を参照して
ください。

オーディオ出力
チャンネル

フロントスピー
カー

（No. 7）

リアスピーカー
（No. 5）

セントラル / バ
ス

（No. 4）

ライン入力
（No. 6）

2 V -- -- --
4 V V -- --
6 V V V --
8 V V V V

*** ACPI ウェークアップ機能は USB3_12 ポートには対応していません。

マルチストリーミングを有効にするには、フロントパネルオーディオケーブルをフロント
パネルオーディオヘッダーに接続する必要があります。コンピュータを再起動すると、シ
ステム上に「Mixer（ミキサー）」ツールが表示されます。「Mixer ToolBox（ミキサーツールボッ
クス）」 を選択して、「Enable playback multi-streaming（再生マルチストリーミングを有
効にする）」をクリックし、次に、「ok」をクリックします。「2CH」、「4CH」、「6CH」、または、「8CH」
を選択して、「Realtek HDA Primary output（Realtek HDA プライマリー出力）」を選択すれば、
リアスピーカー、セントラル /バス、および、フロントスピーカーを使用できます。「Realtek 
HDA Audio 2nd output（Realtek HDA オーディオ・セカンド出力）」を選択すれば、フロント
パネルオーディオを使用できます。
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1.5  WiFi-802.11ac モジュールと ASRock WiFi 2.4/5 GHz ア
ンテナ

WiFi-802.11ac + BT モジュール

このマザーボードには独自の WiFi 802.11 a/b/g/n/ac + BT v4.0 モジュールが装備
されています（背面 I/O パネルに事前に取り付けられています）。WiFi 802.11 a/b/
g/n/ac + BT v4.0 モジュールは WiFi 802.11 a/b/g/n/ac 接続規格および Bluetooth 
v4.0 に対応します。WiFi + BT モジュールは、WiFi + BT に対応する使い易いワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク（WLAN）アダプタです。Bluetooth v4.0 規格には、
モバイルデバイスにまったく新しいクラスの機能を追加するスマート・レディ・テク
ノロジーが採用されています。BT 4.0 にはロー・エネルギー・テクノロジーも採用さ
れており、PC 向けの超低消費電力をお約束します。

* 伝送速度は環境によって異なることがあります。 
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WiFi アンテナ取り付けガイド

手順 1  

付属の WiFi 2.4/5 GHz アンテナを準備します。 

手順 2  

2 本の WiFi 2.4/5 GHz アンテナをアンテナコネ
クタに接続します。アンテナを右方向に回して
しっかりと接続します。 

手順 3

図にあるように WiFi 2.4/5 GHz アンテナを設定
します。

*信号を強化するためにアンテナの方向を調整
する必要があることがあります。 
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これは ATX フォームファクタのマザーボードです。マザーボードを取付ける前に、
ケースに取付できるフォームファクター（サイズ）を確認し、マザーボードを取り付
けることができることを確認してください。

取り付け前の注意事項

マザーボードコンポーネントを取り付けたり、マザーボードの設定を変更する前に、
次の注意事項をよくお読みください。

•	 マザーボードを設置 /取り外しをする場合は、必ず電源コードが抜いてください。電源
コードが繋がれたままで作業を行うと、怪我をしたり、マザーボードが破損する可能
性がございます。

•	 静電気によってマザーボードの部品が破損することを防止するために、マザーボード
はカーペットの上に置かないでください。また、静電気防止リストストラップを着用す
るか、または、部品を取り扱う前に静電気除去オブジェクトに触れてください。

•	 基板の端をつかんでください。IC には触れないでください。
•	 マザーボードを取り外す場合は、取り外したマザーボードを接地した静電気防止パッ
ドの上に置くか、商品に付属している袋に入れてください。

•	 マザーボードをシャーシに固定する為にねじを使う場合は、ねじを締め付けすぎない
でください。ねじを締め付けすぎると、マザーボードが破損することがあります。

第 2 章  取り付け
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2.1  CPU を取り付ける

注意 :
X299 プラットフォームが対応するのは LGA 2066ソケットだけです。LGA 2066 ソケットは 
LGA 2011-3 ソケット（X99 プラットフォーム向け）とは互換性がありません。

1. 2066 ピン CPU をソケットに挿入する前に、PnP キャップ がソケット上にあること、CPU 
表面に汚れがないこと、または、ソケット内に曲がったピンがないことを確認してくだ
さい。PnP キャップがソケット上になかったり、CPU 表面が汚れていたり、または、ソケッ
ト内に曲がったピンがある場合は、CPU を無理にソケット内に挿入しないでください。
CPU を無理にソケット内に挿入すると、CPU の甚大な破損につながります。

2. CPU を取り付ける前に、すべての電源ケーブルを取り外してください。

A

B

A

B

1

2
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4

A
3

B

5
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プロセッサーを取り外した場合は、カバーを保管して取り付け直してください。アフター
サービスのためにマザーボードを返品する場合は、カバーを必ず取り付けてください。

6
A

B

8

B

7
A
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2.2  CPU ファンとヒートシンクを取り付ける

CPU_FAN

1 2
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2.3  メモリモジュール（DIMM）を取り付ける

このマザーボードには 8 つの 288 ピン DDR4（ダブルデータレート 4）DIMM スロットが
装備されており、クアッドチャンネルメモリ技術に対応します。 

クアッとチャンネルメモリテクノロジー

優先順位 1 2

DDR4_A1 実装済み 実装済み 

DDR4_A2 実装済み 

DDR4_B1 実装済み 実装済み 

DDR4_B2 実装済み 

DDR4_C1 実装済み 実装済み 

DDR4_C2 実装済み 

DDR4_D1 実装済み 実装済み 

DDR4_D2 実装済み 

•	 Intel® CPU 仕様定義のために、DDR4_A1、DDR4_B1、 DDR4_C1、および、DDR4_D1 
に優先的にメモリモジュールを取り付けてください。上記の 4 つの DDR4 DIMM スロ
ットがすべて使用されており、5 つ以上のメモリモジュールを使用したい場合は、その
他のメモリを左から右へ（DDR4_A2、DDR4_B2。DDR4_D2 から DDR4_C2 へ）取り付
けてください。

•	 DDR4 DIMM スロットに 2 つしかメモリモジュールが取り付けられていない場合は、
デュアルチャンネルメモリ技術が有効になります。3 つのメモリモジュールが取り付け
られている場合は、トリプルチャンネルメモリ技術が有効になります。DDR4 DIMM ス
ロットに 5 つ以上のメモリモジュールが取り付けられている場合は、クアッドチャンネ
ルメモリ技術が有効になります。

•	 16 PCIe レーンの CPU の場合は、メモリモジュールは DDR4_C1、C2、D1、および、D2 
に取り付けてください。

1. クアッドチャンネル設定のために、同一（同じブランド、同じ速度、同じサイズ、同じチッ
プタイプ）の DDR4 DIMM を 1 組取り付ける必要があります。 

2. DDR、DDR2 または DDR3 メモリモジュールは DDR4 スロットに取り付けることはでき
ません。取り付けると、マザーボードと DIMM が損傷することがあります。

3. DIMM は 1 つの正しい方向にしか取り付けることができません。DIMM を間違った方
向に無理に挿入すると、マザーボードと DIMM の損傷につながります。
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2.4  前面パネルヘッダーを接続する

A B C D

1

2

Power SW (-) RESET SW (+)

HDD LED (-)

HDD LED (+)

12

910

RESET SW (-)Power SW (+)

Power LED (-)

Power LED (+)
A

B

C

D

PANEL1

HD
D L

ED

RE
SE

T S
W
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2.5  I/O パネルシールドを取り付ける

1
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2.6  マザーボードを取り付ける

X299 Taichi
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2.7 SATA ドライブを取り付ける

1

2

光学ドライブ 

SATA ドライブ 

SATA データケーブル 
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3

4

SATA 電源コネクタ

SATA データコネクタ 
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2.8  グラフィックスカードを取り付ける

1
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拡張スロット（PCI Express スロット）

このマザーボードには 5 つの PCI Express スロットが装備されています。

PCIe スロット : 

PCIE1（PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x16 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。 
PCIE2（PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x8 レーン幅グラフィックスカード向け
に使用します。 
PCIE3（PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x16 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。 
PCIE4（PCIe 2.0 x1 スロット）は PCI Express x1 レーン幅カード向けに使用します。
PCIE5（PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x8 レーン幅グラフィックスカード向け
に使用します。 
* 44 レーンの CPU を取り付けた場合には、PCIE1/PCIE2/PCIE3/PCIE5 は、x16/x8/
x16/x0 または x8/x8/x16/x8 で実行されます。
* 28 レーンの CPU を取り付けた場合には、PCIE1/PCIE2/PCIE3/PCIE5 は、x16/x0/
x8/x0 または x8/x0/x8/x8 で実行されます。
* 16 レーンの CPU を取り付けた場合には、PCIE1/PCIE2/PCIE3/PCIE5 は、x16/x0/
x0/x0 または x8/x0/x4/x0 で実行されます。

PCIe スロット設定（44 レーンの CPU 向け）

拡張カードを取り付ける前に、電源供給が切断されていること、または、電源コードが取
り外されていることを確認してください。取り付け作業を始める前に、拡張カードに添付
されている文書を読んで、カード用に必要なハードウェア設定を行ってください。

PCIE1 PCIE2 PCIE3 PCIE4 PCIE5

シングルグラフィックスカー
ド

x16 N/A N/A N/A N/A

CrossFireXTM または SLITM 
モードの 2 枚のグラフィック

スカード
x16 N/A x16 N/A N/A

3-Way CrossFireXTM モード
または 3-Way SLITM モード
で 3 枚のグラフィックスカー

ド

x8 N/A x16 N/A x8
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PCIe スロット設定（28 レーンの CPU 向け）

PCIe スロット設定（16 レーンの CPU 向け）

PCIE1 PCIE2 PCIE3 PCIE4 PCIE5

シングルグラフィックスカー
ド

x16 N/A N/A N/A N/A

CrossFireXTM または SLITM 
モードの 2 枚のグラフィック

スカード
x16 N/A x8 N/A N/A

3-Way CrossFireXTM モード
または 3-Way SLITM モード
で 3 枚のグラフィックスカー

ド

x8 N/A x8 N/A x8

PCIE1 PCIE2 PCIE3 PCIE4 PCIE5

シングルグラフィックスカー
ド

x16 N/A N/A N/A N/A

CrossFireXTM モードで 2 枚
のグラフィックスカード

x8 N/A x4 N/A N/A

複数のグラフィックスカードを使用する場合は、サーマル環境を改善するために、シャー
シファンをマザーボードのシャーシファンコネクタ（CHA_FAN1、CHA_FAN2、または、
CHA_FAN3）に接続してください。
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2.9  周辺機器を接続する
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2.10  電源コネクタを接続する
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2.11  電源オン

2

3

4

1
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2.12  ジャンパー設定

このイラストは、ジャンパーの設定方法を示しています。ジャンパーキャップがピ
ンに被さっていると、ジャンパーは「ショート」です。ジャンパーキャップがピンに被
さっていない場合には、ジャンパーは「オープン」です。この図は 3ピンのジャンパー
を表し、ジャンパーキャップがピン 1とピン 2に被さっているとき、これらのピンは
「ショート」です。

クリア CMOS ジャンパ （CLRMOS1）（p.7、No. 28 参照）

CLRMOS1 を使って CMOS 内のデータをクリアできます。クリアして、デフォルト
設定にシステムパラメーターをリセットするには、コンピューターの電源を切り、
電源から電源コードを抜いてください。15 秒待ってから、ジャンパーキャップを
使って CLRCMOS1 のピン 2 とピン 3 を 5 秒間ショートします。ただし、BIOSをアッ
プデートした直後に、CMOSをクリアしないでください。BIOSをアップデート後、
CMOSをクリアする必要があれば、最初にシステムを起動し、それからCMOSク
リアアクションを行う前にシャットダウンしてください。パスワード、日付、時間、ユー
ザーのデフォルトプロファイルは、CMOSの電池を取り外した場合にのみ、消去
されることにご注意ください。
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CMOSのクリアデフォルト

CLRMOS1



32 33

日
本
語

2.13  オンボードのヘッダーとコネクター

システムパネルヘッダー
 （9 ピン PANEL1）（p.7、 No. 21 参照）

電源スイッチを接続し、スイッチをリセットし、下記のピン割り当てに従って、
シャーシのシステムステータス表示ランプをこのヘッダーにセットします。ケーブ
ルを接続するときには、ピンの＋と－に気をつけてください。
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GND

RESET#

PWRBTN#

PLED-

PLED+

GND

HDLED-

HDLED+

1

GND

PWRBTN（電源スイッチ）： 
シャーシ前面パネルの電源スイッチに接続してください。電源スイッチを使用して、シス
テムをオフにする方法を設定できます。

RESET（リセットスイッチ）： 
シャーシ前面パネルのリセットスイッチに接続してください。コンピューターがフリーズし
たり、通常の再起動を実行できない場合には、リセットスイッチを押して、コンピューター
を再起動します。

PLED（システム電源 LED）： 
シャーシ前面パネルの電源ステータスインジケーターに接続してください。システム稼
働中は、LEDが点灯します。システムが S1/S3スリープ状態の場合には、LEDは点滅を
続けます。システムが S4スリープ状態または電源オフ（S5）のときには、LEDはオフです。

HDLED（ハードドライブアクティビティLED）： 
シャーシ前面パネルのハードドライブアクティビティLEDに接続してください。ハードド
ライブのデータを読み取りまたは書き込み中に、LEDはオンになります。

前面パネルデザインは、シャーシによって異なることがあります。前面パネルモジュール
は、主に電源スイッチ、リセットスイッチ、電源 LED、ハードドライブアクティビティLED、
スピーカーなどから構成されます。シャーシの前面パネルモジュールとこのヘッダーを接
続する場合には、配線の割り当てと、ピンの割り当てが正しく合致していることを確かめ
てください。

オンボードヘッダーとコネクターはジャンパーではありません。これらヘッダーとコネク
ターにはジャンパーキャップを被せないでください。ヘッダーおよびコネクターにジャン
パーキャップを被せると、マザーボードに物理損傷が起こることがあります。

PANEL1
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電源 LED とスピーカーヘッダー
（7 ピン SPK_PLED1）（p.7、No. 19 参照）

シャーシ電源 LED とシャーシスピーカーをこのヘッダーに接続してください。
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シリアル ATA3コネクター 
（p.7、No. 14-18参照）

これら 10個 の SATA3 コネクタは、最高 6.0 Gb/s のデータ転送速度で内部スト
レージデバイス用の SATA データケーブルに対応します。 
* 起動時間を最小限に抑えるために、Intel® X299 SATA ポート (SATA3_0~7) を
ブータブルデバイス用に使用します。
* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_1 を使用している場合は、SATA3_1 は無効に
なります。
* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_2 を使用している場合は、SATA3_0 は無効に
なります。
* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_3 を使用している場合は、SATA3_7 は無効に
なります。
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USB 2.0ヘッダー
（p.7、No. 23-24参照）

このマザーボードには 2 つのヘッダーが装備されています。各 USB 2.0ヘッダー
は、2つのポートをサポートできます。
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USB 3.0ヘッダー
(19 ピン USB3_5_6) (p.7、No. 13 参照 ) 
(19 ピン USB3_7_8) (p.7、No. 11 参照 ) 

このマザーボードには 2 つのヘッダーが装備されています。各 USB 3.0ヘッダー
は、2つのポートをサポートできます。
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フロントパネルタイプ C USB 3.1 ヘッダー
（p.7、No. 12参照） 

このマザーボード上には、1 つのフロントパネルタイプ C USB 3.1 ヘッダーがあり
ます。このヘッダーは、追加 USB 3.1 ポート用に USB 3.1 モジュールを接続するた
めに使用されます。
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USB31_TC_2




